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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　冷媒が循環する冷凍サイクル（１１）と、それぞれ熱媒体が循環する高温サイクル（２
０）および低温サイクル（３０）とを備える車両用温度調整装置（１０）であって、
　前記冷凍サイクルは、
　　冷媒を吸入して吐出する圧縮機（１５）と、
　　前記圧縮機から吐出された冷媒と前記高温サイクルを循環する熱媒体と熱交換させて
、前記高温サイクルの熱媒体を加熱する加熱用熱交換器（１２）と、
　　前記加熱用熱交換器で熱交換された冷媒を減圧膨張させる減圧部（１６）と、
　　前記減圧部で減圧膨張された冷媒と前記低温サイクルを循環する熱媒体と熱交換させ
て、前記低温サイクルの熱媒体を冷却する冷却用熱交換器（１３）と、を含み、
　前記高温サイクルは、
　　熱媒体を循環させる第１ポンプ（２２）と、
　　前記加熱用熱交換器で加熱された熱媒体を用いて加熱対象物を加熱する加熱部（２１
）と、を含み、
　前記低温サイクルは、
　　熱媒体を循環させる第２ポンプ（３２）と、
　　前記冷却用熱交換器で冷却された熱媒体を用いて冷却対象物を冷却する冷却部（３１
）と、を含み、
　前記高温サイクルと前記低温サイクルとを接続する接続部（４１，４２）と、
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　前記接続部に設けられ、前記高温サイクルと前記低温サイクルと間の熱媒体の流れを調
整する調整部（６１～６３，９１ａ～９４ａ）と、
　前記調整部、前記第１ポンプおよび前記第２ポンプを制御する制御部（１４）と、を含
み、
　前記制御部は、前記圧縮機が停止した後、または前記圧縮機を停止する停止指令があっ
た後、前記高温サイクルの冷媒と前記低温サイクルの熱媒体の少なくとも一部を交換する
ように前記調整部、前記第１ポンプおよび前記第２ポンプを制御することを特徴とする車
両用温度調整装置。
【請求項２】
　前記制御部は、所定の交換条件が成立するまで、熱媒体の前記交換が継続するように前
記調整部、前記第１ポンプおよび前記第２ポンプを制御することを特徴とする請求項１に
記載の車両用温度調整装置。
【請求項３】
　前記高温サイクルおよび前記低温サイクルにおける熱媒体の温度を検出する検出部（７
１，７２）をさらに含み、
　前記交換条件は、前記検出部によって検出された前記高温サイクルの熱媒体の温度と前
記低温サイクルの熱媒体の温度との温度差が所定の範囲内になると成立することを特徴と
する請求項２に記載の車両用温度調整装置。
【請求項４】
　前記調整部（６２，６３）は、前記高温サイクルと前記低温サイクルと間の熱媒体の流
れを、前記高温サイクルと前記低温サイクルとで個別に熱媒体が循環している第１循環状
態と、熱媒体が前記冷却部および前記加熱部を通過せずに、前記加熱用熱交換器と前記冷
却用熱交換器との間で循環する第２循環状態とを切り替え可能に構成されており、
　前記制御部は、前記圧縮機が停止した後、または前記圧縮機を停止する停止指令があっ
た後、前記第１循環状態から前記第２循環状態に切り替えるように前記調整部を制御する
ことを特徴とする請求項１～３のいずれか１つに記載の車両用温度調整装置。
【請求項５】
　前記調整部（９１ａ～９４ａ）は、前記高温サイクルと前記低温サイクルと間の熱媒体
の流れを、前記高温サイクルと前記低温サイクルとで個別に熱媒体が循環している第１循
環状態と、熱媒体が前記加熱部と前記冷却用熱交換器との間で循環し、前記冷却部と前記
加熱用熱交換器との間で循環する第２循環状態とを切り替え可能に構成されており、
　前記制御部は、前記圧縮機が停止した後、または前記圧縮機を停止する停止指令があっ
た後、前記第１循環状態から前記第２循環状態に切り替えるように前記調整部を制御する
ことを特徴とする請求項１～３のいずれか１つに記載の車両用温度調整装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、車両に用いられ、車両各部の温度を調整する車両用温度調整装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の車両用空調装置は、冷凍サイクル装置で加熱および冷却された冷媒を用いて車室
内を空調している。具体的には、冷凍サイクル装置を構成するコンデンサにおいて、高温
冷媒とサイクル用冷媒とを熱交換させて高温冷媒を加熱し、冷凍サイクル装置を構成する
チラーにおいて、低温冷媒とサイクル用冷媒とを熱交換させて低温冷媒を冷却する。これ
によって高温冷媒が暖房に用いられ、低温冷媒が冷房に用いられる。
【０００３】
　また特許文献１には、バッテリ、内燃機関、電動機、インバータなどを個別に温度制御
する温度調節装置が開示されている。特許文献１の温度調節装置では、冷凍サイクルによ
って冷温水が作られ、対象物の温度を調節するために、バルブによって冷温水の分配が制
御されている。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】国際公開第２０１１／０１５４２６号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　前述の車両用空調装置および特許文献１に記載の温度調節装置では、冷凍サイクル停止
した後、すなわち圧縮機がＯＮからＯＦＦになった後にチラー側には冷やされた低温冷媒
が保持され、水冷コンデンサ側には温められた高温冷媒が保持される。これによって水冷
コンデンサ側では、サイクル用冷媒が温められる。同様に、チラー側では、サイクル用冷
媒が冷やされる。これによって冷凍サイクル内では、チラー側に液冷媒が満たされること
になる。チラー側に液冷媒が満たされたのちに圧縮機を起動すると、液冷媒が多く圧縮機
に吸引されて、圧縮機内で液冷媒を圧縮する液圧縮が発生する。液圧縮が発生すると、ガ
ス冷媒よりも圧縮されにくい液冷媒を圧縮しようとするため、圧縮機に大きな負荷がかか
り圧縮機が損傷するおそれがある。また液冷媒が圧縮機外へオーバーフローすると、液冷
媒とともに潤滑油が圧縮機外に持ち去られ、いわゆる液洗い現象が生ずる。これによって
圧縮機内の潤滑油が減少して、圧縮機が損傷するおそれがある。
【０００６】
　そこで、本発明は前述の問題点を鑑みてなされたものであり、圧縮機に液冷媒が吸引さ
れること抑制することができる車両用温度調整装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は前述の目的を達成するために以下の技術的手段を採用する。
【０００８】
　本発明は、冷媒が循環する冷凍サイクル（１１）と、それぞれ熱媒体が循環する高温サ
イクル（２０）および低温サイクル（３０）とを備える車両用温度調整装置（１０）であ
って、高温サイクルと低温サイクルとを接続する接続部（４１，４２）と、接続部に設け
られ、高温サイクルと低温サイクルと間の熱媒体の流れを調整する調整部（６１～６３，
９１ａ～９４ａ）と、調整部、第１ポンプおよび第２ポンプを制御する制御部（１４）と
、を含み、制御部は、圧縮機が停止した後、または圧縮機を停止する停止指令があった後
、高温サイクルの冷媒と低温サイクルの熱媒体の少なくとも一部を交換するように調整部
、第１ポンプおよび第２ポンプを制御することを特徴とする車両用温度調整装置である。
【０００９】
　このような本発明に従えば、高温サイクルと低温サイクルとを接続する接続部が設けら
れている。そして接続部には、高温サイクルと低温サイクルと間の熱媒体の流れを調整す
る調整部が設けられている。これによって調整部を制御することによって、高温サイクル
と低温サイクルとの間で、熱媒体を交換することができる。そこで圧縮機が停止した後、
または圧縮機を停止する停止指令があった後、高温サイクルの熱媒体と低温サイクルの熱
媒体の少なくとも一部を交換するように調整部が制御部によって制御される。これによっ
て高温サイクルの高温熱媒体を、低温サイクルに流すことができる。したがって低温サイ
クルの熱媒体の温度を上昇することができる。これによって冷却用熱交換器の冷媒の温度
も上昇するので、液冷媒となることを抑制することができる。したがって、再び圧縮機が
駆動したときに、圧縮機に吸引される液冷媒の量を少なくすることができる。これによっ
て駆動時の吸引される液冷媒が少なくなり、ガス冷媒を多くすることができるので圧縮機
に圧縮される液冷媒が少なくなり、圧縮機の動作を安定させることができ、圧縮機の寿命
を長くすることができる。
【００１０】
　なお、前述の各手段の括弧内の符号は、後述する実施形態に記載の具体的手段との対応
関係を示す一例である。
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【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】第１実施形態の車両用温度調整装置１０を示す図である。
【図２】制御部１４の処理を示すフローチャートである。
【図３】圧縮機１５が停止後の冷却水の流れを示す図である。
【図４】第２実施形態の車両用温度調整装置１０を示す図である。
【図５】第３実施形態の車両用温度調整装置１０を示す図である。
【図６】第１循環状態における冷却水の流れを示す図である。
【図７】第２循環状態における冷却水の流れを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、図面を参照しながら本発明を実施するための形態を、複数の形態を用いて説明す
る。各実施形態で先行する実施形態で説明している事項に対応している部分には同一の参
照符を付すか、または先行の参照符号に一文字追加し、重複する説明を略する場合がある
。また各実施形態にて構成の一部を説明している場合、構成の他の部分は、先行して説明
している実施形態と同様とする。各実施形態で具体的に説明している部分の組合せばかり
ではなく、特に組合せに支障が生じなければ、実施形態同士を部分的に組合せることも可
能である。
【００１３】
　（第１実施形態）
　本発明の第１実施形態に関して、図１～図３を用いて説明する。車両用温度調整装置１
０は、冷凍サイクル１１に水冷のコンデンサ１２およびチラー１３を用いた２次ループシ
ステムによって構成される。車両用温度調整装置１０は、本実施形態では車室内の冷房お
よび暖房に用いられる。車両用温度調整装置１０は、冷凍サイクル１１、高温サイクル２
０、低温サイクル３０および制御部１４を含んで構成される。冷凍サイクル１１は、冷媒
が循環する。高温サイクル２０および低温サイクル３０は、冷却水が循環する。
【００１４】
　冷凍サイクル１１は、冷媒が循環し、冷媒を圧縮および減圧などすることによって、低
温サイクル３０を循環する冷却水から吸熱し、高温サイクル２０を循環する冷却水に放熱
する。冷凍サイクル１１は、たとえば蒸気圧縮式で構成される。冷凍サイクル１１は、図
１に示すように、圧縮機１５、コンデンサ１２、減圧部１６、およびチラー１３を備える
。
【００１５】
　圧縮機１５は、電動型の圧縮機１５である。圧縮機１５は、チラー１３から出た低圧冷
媒を吸入して圧縮し、コンデンサ１２に高圧冷媒を吐出する。コンデンサ１２は、加熱用
熱交換器であって、高圧冷媒の熱によって高温サイクル２０の冷却水を暖める。したがっ
てコンデンサ１２は、冷凍サイクル１１と高温サイクル２０との間の熱交換を提供する熱
交換器である。コンデンサ１２は、冷却水と冷媒との間の熱交換を提供するから、水－冷
媒熱交換器とも呼ぶことができる。
【００１６】
　減圧部１６は、コンデンサ１２から出た高圧冷媒を減圧膨張する。チラー１３は、減圧
部１６によって減圧された冷媒を蒸発させる。チラー１３は、冷却用熱交換器であって、
冷媒の蒸発によって冷却水を冷却する。チラー１３は、冷凍サイクル１１と低温サイクル
３０との間の熱交換を提供する熱交換器である。チラー１３は、冷却水と冷媒との間の熱
交換を提供するから、水－冷媒熱交換器とも呼ぶことができる。
【００１７】
　高温サイクル２０と低温サイクル３０とは、同じ熱媒体が循環している。熱媒体は、本
実施形態では、不凍液入りの冷却水である。高温サイクル２０は、ラジエータ２１および
高温用ポンプ２２を含んで構成される。高温用ポンプ２２は、第１ポンプであって、高温
サイクル２０内に冷却水を循環させる。高温用ポンプ２２は、冷却水の循環方向を、第１
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方向と、第１方向とは反対の第２方向とに切換え可能である。高温用ポンプ２２は、モー
タの回転方向を切換えることにより送水方向を切換える逆転型のポンプによって提供する
ことができる。高温用ポンプ２２は、コンデンサ１２で冷媒と冷却水とが対向流となるよ
うに送水方向が制御される。
【００１８】
　高温用ポンプ２２によって、コンデンサ１２を通過した冷却水がラジエータ２１に流入
する。冷却水は、コンデンサ１２を通過する際に、高温冷媒によって加熱されている。し
たがってラジエータ２１には、高温の冷却水が流入する。
【００１９】
　ラジエータ２１の近傍には、ラジエータ２１に対して空気流れを発生される高温用ファ
ン２３が設置されている。高温用ファン２３は、モータが回転駆動されることによって、
空気流れを発生させて、ラジエータ２１を空気が通過して、ラジエータ２１における熱交
換を促進させる。これによってラジエータ２１では、外気と内部を流れる冷却水とを熱交
換し、外気に放熱される。したがってラジエータ２１は、コンデンサ１２で加熱された冷
却水を用いて加熱対象物である空気を加熱する加熱部として機能する。
【００２０】
　低温サイクル３０は、クーラコア３１および低温用ポンプ３２を含んで構成される。低
温用ポンプ３２は、第２ポンプであって、低温サイクル３０内に冷却水を循環させる。低
温用ポンプ３２は、冷却水の循環方向を、第１方向と、第１方向とは反対の第２方向とに
切換え可能である。低温用ポンプ３２は、モータの回転方向を切換えることにより送水方
向を切換える逆転型のポンプによって提供することができる。低温用ポンプ３２は、チラ
ー１３で冷媒と冷却水とが対向流となるように送水方向が制御される。
【００２１】
　低温用ポンプ３２によって、チラー１３を通過した冷却水がクーラコア３１に流入する
。冷却水は、チラー１３を通過する際に、低温冷媒によって冷却されている。したがって
クーラコア３１には、低温の冷却水が流入する。
【００２２】
　クーラコア３１の近傍には、クーラコア３１に対して空気流れを発生される低温用ファ
ン３３が設置されている。低温用ファン３３は、モータが回転駆動されることによって、
空気流れを発生させて、クーラコア３１を空気が通過して、クーラコア３１における熱交
換を促進させる。これによってクーラコア３１では、外気と内部を流れる冷却水とを熱交
換し、外気から吸熱する。したがってクーラコア３１は、チラー１３で冷却された冷却水
を用いて冷却対象物である空気を冷却する冷却部として機能する。
【００２３】
　またラジエータ２１によって加熱された空気は、外気に放出される外部通路（図示せず
）、または車室内に送風される温風通路（図示せず）を通過する。同様に、クーラコア３
１によって冷却された空気は、同様に外部通路、または車室内に送風され冷風通路（図示
せず）を通過する。通過する通路は、開閉ドア（図示せず）によって制御される。
【００２４】
　本実施形態では、さらに高温サイクル２０と低温サイクル３０とを接続する接続部が設
けられている。接続部は、２つの第１配管４１および第２配管４２によって実現されてい
る。第１配管４１は、高温サイクル２０の高温用ポンプ２２とラジエータ２１との間の第
１分岐部５１と、低温サイクル３０の低温用ポンプ３２とクーラコア３１のとの間の第２
分岐部５２とを接続する。第２配管４２は、高温サイクル２０のラジエータ２１とコンデ
ンサ１２との間の第３分岐部５３と、低温サイクル３０のチラー１３とクーラコア３１の
との間の第４分岐部５４とを接続する。さらに第１配管４１には、高温サイクル２０と低
温サイクル３０と間の冷却水の流れを調整する調整部として第１バルブ６１が設けられて
いる。第１バルブ６１は、開度が調節されることによって、全開状態から全閉状態または
開閉状態が制御される。第１バルブ６１は、制御部１４によって制御される。
【００２５】
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　車両用温度調整装置１０は、制御部１４を備える。制御部１４は、コンピュータによっ
て読み取り可能な記憶媒体を備えるマイクロコンピュータによって提供される。記憶媒体
は、コンピュータによって読み取り可能なプログラムを格納している。記憶媒体は、メモ
リによって提供されうる。制御部１４は、プログラムを実行することによって、各部の制
御を実現する。
【００２６】
　制御部１４は、電気的に制御可能な機器、たとえば開閉ドア、圧縮機１５、高温用ポン
プ２２、低温用ポンプ３２および第１バルブ６１などを制御する。制御部１４は、車両用
温度調整装置１０の温度情報、例えば車室内の温度、および外気の温度に応じて、車室内
の温度を目標温度に一致させるように機器を制御する。制御部１４は、車室内の温度が目
標温度より高いとき、冷房運転を実行するように機器を制御する。冷房運転においては、
車室内が冷却される。制御部１４は、車室内の温度が目標温度より低いとき、暖房運転を
実行するように機器を制御する。暖房運転においては、車室内が加熱される。
【００２７】
　冷房運転を実行するときは、制御部１４は、圧縮機１５、高温用ポンプ２２および低温
用ポンプ３２を作動させる。そして開閉ドアは、クーラコア３１を通過した空気が冷風通
路を通過して、車室内に至るように開閉状態が制御される。また開閉ドアは、ラジエータ
２１を通過した空気が外部通路を通過して放出されるように制御される。
【００２８】
　これによって低温サイクル３０では、チラー１３で冷却された冷却水がクーラコア３１
に流入し、外気と熱交換することによって冷風となる。その冷風が、車室内に送風される
。一方、コンデンサ１２で加熱された冷却水がラジエータ２１に流入し、外気と熱交換す
ることによって温風となり、外部に放出される。
【００２９】
　暖房運転を実行するときは、同様に、制御部１４は、圧縮機１５、高温用ポンプ２２お
よび低温用ポンプ３２を作動させる。そして開閉ドアは、ラジエータ２１を通過した空気
が温風通路を通過して、車室内に至るように開閉状態が制御される。また開閉ドアは、ク
ーラコア３１を通過した空気が外部通路を通過して放出されるように制御される。
【００３０】
　これによって低温サイクル３０では、同様に、チラー１３で冷却された冷却水がクーラ
コア３１に流入し、外気と熱交換することによって冷風となる。その冷風が、外部に放出
される。一方、コンデンサ１２で加熱された冷却水がラジエータ２１に流入し、外気と熱
交換することによって温風となり、車室内に送風される。
【００３１】
　次に、冷凍サイクル１１を停止した後の制御に関して、図２を用いて説明する。図２は
、圧縮機１５が動作している状態で、短時間に繰り返し実行される処理である。また圧縮
機１５を停止する制御を実施後、所定の短時間が経過するまでは、圧縮機１５が動作して
いるものとする。
【００３２】
　ステップＳ１では、圧縮機１５の停止指令があったか否かを判断し、停止指令があった
場合には、ステップＳ２に移り、指令があるまでステップＳ１を繰り返す。停止指令があ
った場合とは、たとえば車両のイグニッションがオフにされた場合、空調運転がユーザに
よって停止操作された場合である。
【００３３】
　ステップＳ２では、圧縮機１５を停止するように制御し、ステップＳ３に移る。ステッ
プＳ３では、第１バルブ６１を開状態となるように制御し、高温用ポンプ２２を作動させ
、低温用ポンプ３２を停止させ、ステップＳ４に移る。すると図３に示すように、高温用
ポンプ２２によって高温サイクル２０の冷却水が第１配管４１を流れて、低温サイクル３
０に流入する。そして低温サイクル３０の低温用ポンプ３２およびチラー１３を通過して
、第２配管４２を通過して、再び、高温サイクル２０に流入する。
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【００３４】
　ステップＳ４では、所定時間経過したか否かを判断し、所定時間が経過したらステップ
Ｓ５に移り、所定時間が経過するまでステップＳ４の処理を繰り返す。このように所定時
間、低温サイクル３０の冷却水と高温サイクル２０の冷却水とが交換されるように制御す
る。
【００３５】
　ステップＳ５では、所定時間が経過したので、第１バルブ６１を閉状態にし、高温用ポ
ンプ２２を停止し、本フローを終了する。これによって図１に示すように、低温サイクル
３０および高温サイクル２０が独立したサイクルとなる。
【００３６】
　このようにステップＳ３およびステップＳ４にて、高温サイクル２０の冷却水が低温サ
イクル３０に流れ、低温サイクル３０の冷却水が高温サイクル２０に流れるように、各部
が制御される。換言すると、高温サイクル２０の高温の冷却水と、低温サイクル３０の低
温の冷却水の少なくとも一部が交換される。これによって圧縮機１５が停止した後に、チ
ラー１３内の低温冷媒を高温サイクル２０からの高温の冷却水によって加熱することがで
きる。
【００３７】
　以上説明したように本実施形態の車両用温度調整装置１０では、高温サイクル２０と低
温サイクル３０とを接続する接続部として、第１配管４１および第２配管４２が設けられ
ている。そして高温サイクル２０と低温サイクル３０と間の熱媒体の流れを調整する調整
部として、第１配管４１に第１バルブ６１が設けられている。これによって第１バルブ６
１を制御することによって、高温サイクル２０と低温サイクル３０との間で、熱媒体であ
る冷却水を交換することができる。そこで圧縮機１５が停止した後、高温サイクル２０の
冷却水と低温サイクル３０の冷却水の少なくとも一部を交換するように第１バルブ６１な
どが制御部１４によって制御される。これによって高温サイクル２０の高温冷却水を、低
温サイクル３０に流すことができる。したがって低温サイクル３０の冷却水の温度を上昇
することができる。これによって冷却用熱交換器であるチラー１３内部の冷媒温度も上昇
するので、液冷媒となることを抑制することができる。したがって、再び圧縮機１５が駆
動したときに、圧縮機１５に吸引される液冷媒の量を少なくすることができる。これによ
って駆動時の吸引される液冷媒が少なくなり、ガス冷媒を多くすることができるので圧縮
機１５に圧縮される液冷媒が少なくなり、圧縮機１５の動作を安定させることができ、圧
縮機１５の寿命を長くすることができる。
【００３８】
　換言すると、冷凍サイクル１１が停止後、すなわち圧縮機１５が停止後、第１バルブ６
１および高温用ポンプ２２および低温用ポンプ３２によって温水と冷水とを一部入れ替え
る。これによってコンデンサ１２の温度が下がり、チラー１３の温度が上昇する。したが
ってチラー１３に保持される液冷媒量、すなわち圧縮機１５が停止後に冷媒が液状態でた
まっている量である寝込み量が減少する。さらに、多くの冷媒を入れ替え、温度を十分逆
転させれば、液冷媒はコンデンサ１２側へ移動し、次回の圧縮機１５起動時の液圧縮、液
洗いが少なくなり故障が抑制されると同時に、冷凍サイクル１１の立ち上がり性能速度が
向上する。
【００３９】
　さらに換言すると、本実施形態では、圧縮機１５停止後にチラー１３側の冷やされた冷
却水とコンデンサ１２にて温められた冷却水を少なくとも一部を入れ替えている。これに
よってチラー１３側の液冷媒を減少させることが可能になり、圧縮機１５の故障の抑制と
冷凍サイクル１１の立ち上がり性能を向上することができる。
【００４０】
　また本実施形態では、制御部１４は、所定の交換条件として、所定時間経過するという
条件が成立するまで、冷却水の交換が継続するように制御される。所定の時間は、たとえ
ば低温の冷却水がコンデンサ１２側へ移動し、高温の冷却水がチラー１３側へ確実に移動
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する時間に設定される。所定時間の設定によって、確実にチラー１３の冷媒温度を上昇さ
せることができる。所定時間を適宜設定することによって、低温サイクル３０と高温サイ
クル２０との間で全ての冷却水が入れ替えてもよく、半分程度入れ替えてもよい。
【００４１】
　（第２実施形態）
　次に、本発明の第２実施形態に関して、図４を用いて説明する。本実施形態では、図４
に示すように、第１分岐部５１とラジエータ２１との間に第２バルブ６２を設けて、第２
分岐部５２とクーラコア３１との間に第３バルブ６３を設けている。
【００４２】
　冷房運転および暖房運転のときは、第１バルブ６１は閉状態に、第２バルブ６２および
第３バルブ６３は開状態に制御される。このような制御によって、高温サイクル２０と低
温サイクル３０とで個別に冷却水が循環する第１循環状態にすることができる。また圧縮
機１５が停止後は、第１バルブ６１は開状態に、第２バルブ６２および第３バルブ６３は
閉状態に制御される。このような制御によって、冷却水がラジエータ２１およびクーラコ
ア３１を通過せずに、コンデンサ１２とチラー１３との間で循環する第２循環状態にする
ことができる。
【００４３】
　さらに高温サイクル２０および低温サイクル３０には、それぞれの冷却水の温度を検出
する検出部して、第１温度センサ７１および第２温度センサ７２が設けられている。第１
温度センサ７１は、高温用ポンプ２２と第１分岐部５１との間に設けられる。第２温度セ
ンサ７２は、チラー１３と第４分岐部５４との間に設けられている。第１温度センサ７１
および第２温度センサ７２は、検出した温度情報を制御部１４に送信する。
【００４４】
　高温サイクル２０と低温サイクル３０との冷媒を交換する制御、すなわち図２のステッ
プＳ３では、第１バルブ６１を開状態に、第２バルブ６２および第３バルブ６３を閉状態
に制御し、高温用ポンプ２２を作動させ、低温用ポンプ３２を停止させる。すると図４に
矢印で示すように第２循環状態となり、高温用ポンプ２２によって高温サイクル２０の冷
却水が第１配管４１を流れて、低温サイクル３０のチラー１３側に流入する。そして低温
サイクル３０の低温用ポンプ３２およびチラー１３を通過して、第２配管４２を通過して
、高温サイクル２０のコンデンサ１２側に流入する。したがってラジエータ２１とクーラ
コア３１とを通過せずに、チラー１３とコンデンサ１２との間で冷却水を入れ替えること
ができる。これによって短時間で、チラー１３とコンデンサ１２の内部にある冷却水を交
換することができる。
【００４５】
　制御部１４は、交換条件が成立するまで冷却水の交換を継続する。本実施形態では、交
換条件は、第１温度センサ７１および第２温度センサ７２によって検出された高温サイク
ル２０の冷却水の温度と低温サイクル３０の冷却水の温度との温度差が所定の範囲内にな
ると成立する。所定の範囲内は、たとえば数℃に設定される。これによって高温サイクル
２０の冷却水の温度と低温サイクル３０の冷却水の温度が等しいか、ほぼ等しくなるまで
、冷却水の交換が継続される。これによって確実に、チラー１３側の冷媒温度を上昇させ
ることができる。したがって前述の第１実施形態と同様の作用および効果を奏することが
できる。
【００４６】
　（第３実施形態）
　次に、本発明の第３実施形態に関して、図５～図７を用いて説明する。本実施形態では
、冷却水の経路が前述の第１実施形態とは異なる。チラー１３の冷却水側に繋がる配管は
、低温用配管８１とする。またコンデンサ１２の冷却水側に繋がる配管は、高温用配管８
２とする。低温用ポンプ３２は、低温用配管８１に設けられる。高温用ポンプ２２は、高
温用配管８２に設けられる。そしてチラー１３の下流側の低温用配管８１と、コンデンサ
１２の下流側の低温用配管８１は、複数、本実施形態では２カ所で第１接続配管９１およ
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び第２接続配管９２で連結されている。また低温用ポンプ３２の上流側の低温用配管８１
と、高温用ポンプ２２の上流側の低温用配管８１は、複数、本実施形態では２カ所で第３
接続配管９３および第４接続配管９４で連結されている。
【００４７】
　各接続配管は、三方弁がそれぞれ設けられている。第１接続配管９１の第１三方弁９１
ａは、ラジエータ２１の下流側に接続されている。第１三方弁９１ａは、低温用配管８１
とラジエータ２１とを接続する接続状態と、高温用配管８２とラジエータ２１とを接続す
る接続状態とに切替可能に構成されている。
【００４８】
　第２接続配管９２の第２三方弁９２ａは、クーラコア３１の下流側に接続されている。
第２三方弁９２ａは、低温用配管８１とクーラコア３１とを接続する接続状態と、高温用
配管８２とクーラコア３１とを接続する接続状態とに切替可能に構成されている。
【００４９】
　第３接続配管９３の第３三方弁９３ａは、ラジエータ２１の上流側に接続されている。
第３三方弁９３ａは、低温用配管８１とラジエータ２１とを接続する接続状態と、高温用
配管８２とラジエータ２１とを接続する接続状態とに切替可能に構成されている。
【００５０】
　第４接続配管９４の第４三方弁９４ａは、クーラコア３１の上流側に接続されている。
第４三方弁９４ａは、低温用配管８１とクーラコア３１とを接続する接続状態と、高温用
配管８２とクーラコア３１とを接続する接続状態とに切替可能に構成されている。
【００５１】
　制御部１４は、各三方弁の接続状態を制御して、図６に示す第１循環状態と、図７に示
す第２循環状態とを切り替える。第１循環状態は、高温サイクル２０および低温サイクル
３０が構成され、各サイクル内を冷却水が循環する状態である。第２循環状態は、冷却水
がラジエータ２１とチラー１３との間で循環し、またクーラコア３１とコンデンサ１２と
の間で循環する状態である。
【００５２】
　第１循環状態では、図６に示すように、第１三方弁９１ａおよび第３三方弁９３ａは、
高温用配管８２とラジエータ２１とを接続する接続状態に制御される。これによって高温
用ポンプ２２が駆動すると、ラジエータ２１とコンデンサ１２との間を、冷却水が循環す
る。また第２三方弁９２ａおよび第４三方弁９４ａは、低温用配管８１とクーラコア３１
とを接続する接続状態に制御される。これによって低温用ポンプ３２が駆動すると、クー
ラコア３１とチラー１３側との間を、冷却水が循環する。これによって前述の第１実施形
態と同様に、高温サイクル２０および低温サイクル３０を実現する冷却水の流れとなる。
したがって冷房運転および暖房運転が可能となる。
【００５３】
　さらに圧縮機１５が停止後は、図７に示す第２循環状態となるように制御される。具体
的には、第１三方弁９１ａおよび第３三方弁９３ａは、低温用配管８１とラジエータ２１
とを接続する接続状態に制御される。これによって低温用ポンプ３２が駆動すると、ラジ
エータ２１とチラー１３との間を、冷却水が循環する。したがってラジエータ２１を流れ
る高温の冷却水が、チラー１３に流入し、ラジエータ２１とチラー１３との間で冷却水が
交換される。
【００５４】
　また第２三方弁９２ａおよび第４三方弁９４ａは、高温用配管８２とクーラコア３１と
を接続する接続状態に制御される。これによって高温用ポンプ２２が駆動すると、クーラ
コア３１とコンデンサ１２との間を、冷却水が循環する。したがってクーラコア３１を流
れる低温の冷却水が、コンデンサ１２に流入し、クーラコア３１とコンデンサ１２との間
で冷却水が交換される。
【００５５】
　このように本実施形態では、前述の第１実施形態と配管構成が異なるが、第１実施形態
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と同様に第１循環状態と第２循環状態とを切り替えることができる。圧縮機１５が停止後
に第２循環状態となるように制御して、冷却水を交換することによって、チラー１３の冷
媒温度を上昇させることができる。これによって前述の第１実施形態と同様に、チラー１
３の液冷媒を少なくすることができ、コンデンサ１２の冷媒が凝縮し、次の性能立上り速
度を確保することができる。
【００５６】
　（その他の実施形態）
　以上、本発明の好ましい実施形態について説明したが、本発明は上述した実施形態に何
ら制限されることなく、本発明の主旨を逸脱しない範囲において種々変形して実施するこ
とが可能である。
【００５７】
　上記実施形態の構造は、あくまで例示であって、本発明の範囲はこれらの記載の範囲に
限定されるものではない。本発明の範囲は、特許請求の範囲の記載によって示され、さら
に特許請求の範囲の記載と均等の意味及び範囲内での全ての変更を含むものである。
【００５８】
　前述の第１実施形態では、図２のステップＳ３では、高温用ポンプ２２を作動させて、
低温用ポンプ３２を停止しているが、このような制御に限るものではない。高温サイクル
２０と低温サイクル３０の冷却水を交換するような流れが生じればよい。したがって、た
とえば高温用ポンプ２２および低温用ポンプ３２の両方を作動させて、性能差によって、
高温サイクル２０の冷却水を低温サイクル３０の冷却水に流れるように制御してもよい。
また高温用ポンプ２２を停止して、低温用ポンプ３２を作動させて、高温サイクル２０の
冷却水を低温サイクル３０の冷却水に流れるように制御してもよい。
【００５９】
　前述の第１実施形態では、接続部には、第１配管４１にだけに第１バルブ６１が設けら
れているが、バルブが１つだけの構成に限るものではない。第２配管４２にも、バルブを
設けてもよい。また第１分岐部５１、第２分岐部５２、第３分岐部５３、第４分岐部５４
のそれぞれにバルブを設けてもよい。各バルブの通過流量を制御することによって、高温
サイクル２０と低温サイクル３０との間の冷却水の交換量を制御することができる。
【００６０】
　前述の第１実施形態では、圧縮機１５が停止した後に、高温サイクル２０と低温サイク
ル３０との間で冷却水を交換するように制御しているが、圧縮機１５が停止した後に限る
ものではない。たとえば圧縮機１５を停止する停止指令があった後で、圧縮機１５を停止
するまでの間に、高温サイクル２０と低温サイクル３０との間で冷却水を交換するように
制御してもよい。換言すると、圧縮機１５が停止する前であっても、冷却水を交換するよ
うに制御してもよい。
【００６１】
　前述の第１実施形態では、車両用温度調整装置１０は、本実施形態では車室内の冷房お
よび暖房に用いられているが、空調に限るものではない。たとえば加熱対象物および冷却
対象物が車両の２次電池などの補機であってもよく、補機の暖機および冷却に用いてもよ
い。また車両用温度調整装置１０は、車室内と２次電池などの複数の補機との両方を加熱
対象物および冷却対象物としてもよい。
【符号の説明】
【００６２】
　１０…車両用温度調整装置　１１…冷凍サイクル　１２…コンデンサ（加熱用熱交換器
）　１３…チラー（冷却用熱交換器）　１４…制御部　１５…圧縮機　１６…減圧部　２
０…高温サイクル　２１…ラジエータ（加熱部）　２２…高温用ポンプ（第１ポンプ）　
３０…低温サイクル　３１…クーラコア（冷却部）　３２…低温用ポンプ（第２ポンプ）
　４１…第１配管（接続部）　４２…第２配管（接続部）　６１…第１バルブ（調整部）
　６２…第２バルブ（調整部）　６３…第３バルブ（調整部）　７１…第１温度センサ（
検出部）　７２…第２温度センサ（検出部）　８１…低温用配管　８２…高温用配管　９
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１…第１接続配管　９１ａ…第１三方弁（調整部）　９２…第２接続配管　９２ａ…第２
三方弁（調整部）　９３…第３接続配管　９３ａ…第３三方弁（調整部）　９４…第４接
続配管　９４ａ…第４三方弁（調整部）

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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